
ナ
チ
ス
刑
法
と
同
じ

日
本
の
国
旗
を
傷
つ
け
る
行

為
を
禁
じ
る
国
旗
損
壊
罪
処
罰

法
（
以
下
「
処
罰
法
」
）
が
８

月

13
日
、
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

処
罰
法
は
「
著
し
く
不
快
ま
た

は
嫌
悪
の
情
を
催
さ
れ
る
方
法
」

で
、
公
然
と
「
損
壊
、
除
去
、

汚
損
」
す
る
行
為
を
処
罰
す
る

と
い
う
内
容
で
す
が
、
処
罰
対

象
が
極
め
て
曖
昧
で
、
捜
査
当

局
の
判
断
次
第
で
際
限
な
く
処

罰
対
象
が
広
が
る
お
そ
れ
が
あ

り
、
「
ナ
チ
ス
刑
法
と
同
じ
発

想
」
と
刑
法
学
者
は
指
摘
し
て

い
ま
す
。

何
が
罰
せ
ら
れ
る
？

法
務
省
は
処
罰
法
施
行
に
あ

た
り
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
質
問

に
答
え
る
ペ
ー
ジ
を
開
設
。
▼

駅
前
で
国
旗
を
燃
や
す
▼
ふ
ん

尿
で
汚
す
▼
あ
え
て
公
道
に
置

き
泥
や
雨
で
汚
す―

な
ど
の
行

為
が
国
旗
損
壊
に
「
該
当
す
る
」

と
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
「
著

し
く
不
快
」
に
つ
い
て
は
「
一

般
通
常
人
か
ら
見
て
、
ひ
ど
く

快
く
な
い
と
感
じ
さ
せ
る
方
法

を
指
す
」
と
記
す
に
と
ど
め
て

い
ま
す
。

一
見
す
る
と
、
学
校
教
育
に

直
接
影
響
し
な
い
よ
う
に
感
じ

ま
す
が
、
何
事
も
「
拡
大
解
釈
」

す
る
人
が
存
在
し
ま
す
。

和
泉
市
の
小
学
校
教
育

へ
の
介
入
質
問

２
０
０
０
年
３
月
７
日
の
参

議
院
予
算
委
員
会
で
自
民
党
の

小
山
孝
雄
議
員
が
「
大
阪
・
和

泉
市
の
小
学
校
で
、
音
楽
教
科

書
の
『
君
が
代
』
の
上
に
『
ぞ

う
列
車
よ
は
し
れ
』
の
歌
詞
を

貼
り
付
け
、
国
歌
を
教
え
ず
、

こ
の
歌
を
教
え
て
い
る
。
」
と

の
発
言
を
行
っ
た
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。

前
年
８
月

13
日
に
国
旗
国
歌

法
が
施
行
さ
れ
、
同
法
に
は
処

罰
規
定
が
無
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
文
部
大
臣
（
当
時
）
か
ら

「
学
習
指
導
要
領
に
違
反
す
れ

ば
、
懲
戒
処
分
の
対
象
と
な
る
。」

と
の
答
弁
を
引
き
出
す
た
め
の

質
問
の
中
で
の
発
言
で
す
。

後
に
大
阪
府
議
会
で
府
教
育

長
が
「
児
童
が
プ
リ
ン
ト
を
失

う
こ
と
の
な
い
よ
う
に
（
上
端

を
）
糊
で
貼
付
す
る
こ
と
を
指

導
し
た
と
い
う
も
の
」
と
答
弁

し
、
処
分
は
行
わ
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
た
だ
、
日
頃
当
た
り
前

に
学
校
教
育
で
行
わ
れ
て
い
る

活
動
に
、
法
律
を
「
拡
大
解
釈
」

し
て
、
学
校
教
育
へ
の
介
入
が

行
わ
れ
よ
う
と
し
た
こ
と
を
私

た
ち
は
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

※
な
お
、
小
山
議
員
は
、
後
に
「
Ｋ
Ｓ

Ｄ
疑
惑
」
（
団
体
に
有
利
に
な
る
質
問

の
見
返
り
に
現
金
を
受
領
）
で
逮
捕
さ

れ
、
実
刑
判
決
を
受
け
ま
し
た
。

違
憲
の
法
律
は
廃
止

処
罰
法
は
、
思
想
、
良
心
の

自
由
や
表
現
の
自
由
を
侵
害
す

る
危
険
性
が
高
く
、
芸
術
表
現

や
政
治
活
動
の
萎
縮
を
招
く
な

ど
の
懸
念
も
払
拭
さ
れ
て
お
ら

ず
、
８
月
４
日
に
は
、
憲
法
学

者
２
０
０
人
が
同
法
の
「
速
や

か
な
廃
止
」
を
求
め
る
声
明
を

発
表
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
日
本
弁
護
士
連
合
会

も
反
対
を
表
明
し
て
い
ま
す
。

推
進
し
た
の
は
維
新

処
罰
法
は
、
日
本
維
新
の
会

が
与
党
と
な
る
条
件
と
し
て
自

民
党
と
交
わ
し
た
政
策
合
意
を

具
体
化
し
た
も
の
で
す
。
そ
し

て
、
維
新
が
多
数
を
占
め
る
大

阪
府
議
会
で
は
、
過
去
に
も

「
教
育
基
本
条
例
」
な
ど
憲
法

や
法
律
の
範
囲
を
超
え
る
条
例

が
制
定
さ
れ
て
き
た
経
過
が
あ

り
ま
す
。

維
新
の
新
た
な
教
育
介
入
を

防
が
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
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教育のつどい大阪2026
【全体会】9/26(土)13:20ｻﾝｽｸｴｱ堺

【教科別分科会】10/31(土)10:30泉大津・旭小

【問題別分科会】11/28(土)10:30和泉・国府小

勤務・労働条件の改善のため組合に加入しましょう

国旗損壊処罰法 第二条

「人に著しく不快又は嫌悪の情を催させるような方法に

より、公然と国旗を損壊し、除去し、又は汚損した者は、

二年以下の拘禁刑又は二十万円以下の罰金に処する。

２ 前項の方法に該当するかどうかの判断は、行為の外

形、周囲の状況その他の客観的な事情を総合的に勘案し

て行うものとする。」

ナチス刑法 第２条 第１項

「法律が可罰的であると宣言した行為又は刑罰法規の基

本思想並びに健全な国民感情に従い処罰に値する行為を

行った者は処罰される。」

小山孝雄参議院議員の質問(2000年3月7日）
「実は私のところにこんな資料が寄せられました。小学

校二年生の子供さんの音楽の教科書でございます。その

冒頭に国歌が、歌詞と楽譜がございます。それを教えず

に、その上に「ぞう列車よはしれ」という、これは反戦

歌だそうですけれども、私は知りませんが、その歌詞を

張りつけて、国歌を教えずにこの歌を教えたという。こ

れは父兄からの訴えでございます。こういうことは、法

令に照らした場合どういうことになるんでしょうか。

（中略）これは大阪の和泉市の某小学校であります。」


